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自立した生活をめざして
　街路樹が赤や黄色に染まってきましたね、皆さんいか
がお過ごしですか？
　前回、『くっくま孤児院』の子どもたちの、生まれて
初めてのクリスマスケーキのお話をしました。カンボジ
アは仏教国なので、昔から「徳を積む」という言葉が自
然と身についていて、誰かの為に動いたらまわりめぐっ
て自分に戻ってきて、自分もまわりも幸せになる、とい
う考えのもと行動していきます。ケーキをあーんと、ま
ず私に食べさせてくれる子どもたちになんて素敵なんだ
ろうって、感動しました。
　私たちの団体では、この16年の間に、カンボジアの
スラムや孤児院で育った子どもたちを、日本に招待して、
カンボジアの伝統舞踊や歌などを披露する公演を日本各
地で行った「ジャパンツアー」を何度もやってきました。
『くっくま孤児院』の子どもたちは、小さい頃から伝統
舞踊や歌をずっと練習してきたので、とっても上手。カ
ンボジア国内でも、各国の大使館や企業や学校に呼ばれ
て、披露することが何度もありました。結果、お金をも
らえて、日本からの寄付だけでなく、自分たちでも自立
した生活をめざすことが出来ています。

何もかもが新鮮
　『くっくま孤児院』の子どもたちが、日本に初めて来
たのは、今から８年くらい前。「来年くっくまは日本に
行きます！」と子どもたちに発表した時は、子どもたち
は抱き合って泣いて喜んでくれました。夢にまでみた日
本行き。親が亡くなってしまったり、親が貧しくて育児
が出来ないなどさまざまな理由で『くっくま』に来た子
たちは、当初孤児院でも生活が大変で、食べるものもな
くてみんなで色々と乗り越えてきた子どもたちです。日
本に行けるなんて、こんな夢みたいなことがあるんだね、
と泣きながら嬉しさを表現していました。
　半年、日本で披露する舞踊を猛練習して、日本に来ま
した。その時は、福岡から東京まで、５都市をめぐる旅
でした。子どもたち23人とスタッフ一同、40人くらい
でバスと車数台で都市から都市へと移動して、各地のボ
ランティアさんのお寺や公民館で寝泊まりしていきます。
　子どもたちは、何もかもが初めてで新鮮です。ものす
ごく隅々まで日本を見ています。私たち日本人が当たり
前だと思って生活していることが、当たり前ではないん
です。まずバスに乗り込んで、道路を走っていくと、子
どもたちが口々に叫びだします。なんだと思いますか？ 
最後には、全員がそこを通ると、「わーーーーーー
ー！」と声をそろえて叫びだしました。正解は、トンネ

ル。カンボジアは地方の一部に行かないと、山がありま
せん。山を見るのも初めて、ましてや山に丸くくり抜か
れた穴にバスが突入していくわけなので、子どもたちは
未知の世界に突入していく感覚。トンネルが何本も続く
と、ずっとバスの中で何度も叫ぶわけなんです。

日本人ってすごい
　街なかを歩いていると、子どもたちが、「今日は何か
特別な日なの？」と聞いてきました。それは何かと聞い
てみたら、「だって、道にゴミが落ちてないんだもの」
と。カンボジアは東南アジアの中でも、まだゴミのポイ
捨て文化がある国で、街がまだまだ汚いんです。でも日
本の道は、子どもたちにはとってもきれいに見えたんで
すね。「日本人ってすごい！ ゴミを道に捨てない。素
晴らしい」ってなっていました。バスが高速のサービス
エリアや、コンビニに入ると、子どもたちは必ず「写真
を撮って」と言うようになりました。そう、分別ゴミの箱
の前で記念撮影をしたがります。ゴミ箱の前で、みん
なでピース。「日本ってすごい、燃えるゴミとプラスチッ
クとペットボトルと、箱が分かれてて、みんなちゃんと
別々に捨てていく。日本ってすごい」。子どもたちの目
がキラキラして、話してくれたのを今でも思い出します。
　そして、日本各地でお世話になった公民館やお寺では、
日本人の皆さんは玄関で靴を脱ぎます。その靴を、ちゃ
んと家の方に「かかと」をそろえて、靴をおきます。そ
れも子どもたちはちゃんと見ていました。日本人ってす
ごい。それまでカンボジアでは、孤児院の入口にぐじゃ
ぐじゃっと靴が脱がれていました。経験ってすごいです
ね。日本で感動した子どもたちは、カンボジアに帰った
後、孤児院の入口で靴をきれいに脱いでそろえて置くよ
うになりました。
　さらに『くっくま』の中学生や高校生の子たちを中心
に、大きなゴミ箱が３個欲しいと言うようになりました。
「何をするの？」って言ったら、「日本のように、分別
してゴミを捨てたいんだ」と。カンボジアでは分別がそ
の頃全然出来ていなかったので、「ゴミは捨てる時一緒
でしょ？」って言ったら、「いや、日本は別々にきちん
とみんな捨てていた。カンボジアもいずれそうなるかも
しれない。僕たちから変わればいいんだ」って言われて、
とっても感動したことを覚えています。
　書くとキリがないですね。日本各地で沢山愛されて優
しくして頂き、そして子どもたちは、沢山の気づきを日本
からカンボジアに持ち帰ってくれました。次回も、日本
に来た子どもたちの話を書きたいと思います。まわりめ
ぐるハッピー、今日も素敵な一日をお過ごしくださいね。

まわりめぐるハッピー
NPO法人GLOBE JUNGLE　代表　森　絵美子
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